













































こで，第 1章と第 2章の「文献研究」，第 4章の「調査研究」及び第 5章と第 6章の「実
践教育研究」との関連性について述べた．また，第 4 章で分析，検討した 3 つの「調
査研究」の必要性，研究内容及び方法について論じた． 









































学ぶ．また，Pecora, P J.et al.（2009）によって示されたエコロジーの視点，コン
ピテンスの視点，成長・発達の視点，パーマネンシーの視点，リスクと緩和要因から
構成される子ども家庭中心サービスの総合的な枠組みを学習する．Germain と
Gitterman（1996）による人と環境の交互作用に着目して実践するエコロジカルアプロ
ーチについて学ぶ． 
「3.実践理論に基づいた実践モデルの学び」 
子育ち子育てニーズに対応するさまざまな調査に基づいて研究開発された子どもの
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育ちと親の育ちを支援する芝野（2002）によるグループ・ペアレント・トレーニング
実践モデル（親と子のふれあい講座）と，柏女・橋本（2011）により体系化された保
育相談支援を学ぶ． 
「4. 力のある『地域子育て支援拠点』を創り出すための『ファミリーソーシャルワー
ク実践』のリフレクションと学び合い」 
第 4 章で取り組んだ地域子育て支援拠点の利用者を含めた地域の子育て家庭を対象
とした 3 つの調査から示唆された研究成果を学ぶ．その後，調査研究成果に関連する
テーマに関する地域子育て支援拠点における自己の実践をリフレクションする．その
際，実践者が互いに実践事例を語り合い，聴き合い，学び合う．そうしたプロセスを
通して，現状を改善するための方策を子ども家庭福祉実践者が探究する．そして，概
念・理論レベルの省察を行うことにより，力のある「地域子育て支援拠点」の創出を
目指す． 
「5.各学習課題別グループ討議と成果レポート提出」 
実践教育後，実践者が学びの成果をレポートにまとめて提出する．その後，実践現
場へ戻って日々の実践に取り組む中で，実践を省察し，レポートに再度まとめる．レ
ポートの内容は研究者が分析し，実践者へ結果をフィードバックすることで，実践者
が行う日々の実践に活用できるようにする． 
終章では本研究の課題として，今後，子育ち子育てニーズに対応するファミリーソ
ーシャルワーク実践教育を行うために必要となる実践教育モデルの開発的研究が不可
欠であることについて論じた． 
 
3. 研究の意義と今後の課題 
 本研究における第 1の意義は，「文献研究」を通して，地域子育て支援拠点における
ファミリーソーシャルワーク実践理論に関する研究と子育て家庭の子育ち子育てニー
ズを明らかにする調査研究があまり行われていないことを把握したことであった．そ
こで，ファミリーソーシャルワーク実践理論に関する「文献研究」を整理，検討する
ことで研究の視点を明確化し，子育ち子育てニーズを明らかにする「調査研究」を実
証的に行ったことであった． 
本研究における第 2 の意義は，地域の子育て力を育むファミリーソーシャルワーク
実践が必要であるにも関わらず，ファミリーソーシャルワーク実践を担う専門的人材
5 
 
が育成されていないという課題があったことを「文献研究」を通して明確にしたこと
であった．また，実践教育に関する理論的拠り所となる「文献研究」と「実践教育研
究」に取り組むことで，実践教育の成果を実証的に検討したことであった． 
本研究における第 3 の意義は，「文献研究」「調査研究」及び「実践教育研究」によ
って得られたさまざまな研究成果に基づいて，ファミリーソーシャルワーク実践を担
う専門的人材への教育実践の理論的構造を示したことであった． 
しかし，地域子育て支援拠点において子育て家庭への支援を担う子ども家庭福祉実
践者への調査を行わなかった．そのため，子ども家庭福祉実践者への調査を通して，
地域子育て支援に対する認識や期待が地域子育て支援拠点利用者とどのような点で違
うか分析，検討していくことが今後の研究課題となった．また，予備調査及び質問項
目作成協議の段階で除外された親の経済状況や夫婦関係といった内容との関係性につ
いても検討していく必要があった． 
そして，本研究で明らかにしたファミリーソーシャルワーク実践教育の理論的構造
に基づいて子育ち子育てニーズに対応するリフレクティブなファミリーソーシャルワ
ーク実践教育に取り組み，学びの成果を分析，検討していくことが今後の課題となっ
た． 
